別記様式第1号
（資料は3部提出）
	工事番号
	
	工事名
	

	会社名
	
	連絡先
	
	開札日
	


当該価格での応札が可能となった理由
	１　労務費
２　手持工事の状況
３　当該工事現場と事業所・倉庫との関係
４　手持資材の状況
５　手持機械の状況
６　下請会社等の協力
７　その他（仮設，安全管理，現場管理等当該工事への取組み）



（注1）当該価格での応札が可能となった理由（なぜ安価で施工できるのか等）を，労務費，手持工事等の状況，当該工事現場と事業所・倉庫との関係，手持資材の状況，下請会社等の協力等からの面から具体的に記載し，その理由の根拠を各様式に必ず記入して下さい。
